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<報道関係各位>

２００６年１月１１日

－さらなる活動の向上を目指して－
ＪＲＣＣ　「レスポンシブル・ケア報告書2005」報告会を開催

日本レスポンシブル・ケア協議会

　日本レスポンシブル・ケア協議会（以下、ＪＲＣＣ）は、昨年１１月下旬に発行した「レスポンシブル・ケア報告書　２００５」の報告会を、１月１８日（水）１３時３０分から、発明会館ホール（東京都港区）にて開催いたします。
レスポンシブル・ケアとは、化学物質を扱うそれぞれの企業が化学物質の開発から廃棄に至るすべての過程において、自主的に「環境・安全・健康」を確保し、活動の成果を公表し社会との対話を行う活動です。ＪＲＣＣは、１９９５年の設立以来、毎年、会員各社のレスポンシブル・ケアの活動を集約し、社会への情報開示と会員のパフォーマンスの継続的改善への寄与のため、報告書を作成しており、今回で１０回目の発行になりました。
本報告書は、会員の個別な活動を中心に、ＪＲＣＣ全体の活動も含めてまとめています。活動の定量的な部分は会員から提出された実績データを基に、定性的な部分は会員からのアンケートや実施報告書／計画書を基に、それぞれ作成しました。

今回の報告書はカラー化し読みやすくしましたが、主なトピックは、次の点です。

· ISO14001など何らかの環境マネジメントシステムを導入している企業は９５％と進展
· エネルギー原単位は、2010年の目標を達成し、1990年度対比８７％

· 全窒素、全りんの排出削減が進み２年前に比べそれぞれ6,000ﾄﾝ、160ﾄﾝの削減達成

・ 設備災害発生件数は1995年度以降で最も高い発生件数
　本報告会では、以上の報告書の報告のみならず、今回は保安防災活動に対して、会員企業である旭電化工業と日本ペイントから事例報告がなされるとともに、上原陽一・横浜国立大学名誉教授の講演が行われる。参加費は無料。問い合わせ・申し込みは日本レスポンシブル・ケア協議会（tel.03-3297-2578、fax.03-3297-2610）へ。
· 「レスポンシブル・ケア報告書2005」報告会　開催概要　◆

日時：
２００５年１月１８日（水）　１３：３０～１７：００（予定）

場所：
発明会館ホール（東京都港区虎ノ門2-9-14）　tel.03-3502-5499

内容：
挨拶　　　　　　　ＪＲＣＣ　企画運営委員会委員長　工藤　晃史
　　　　　報告書発表　　　ＪＲＣＣ　報告書ＷＧ主査　　　　　　永守　幸人

　　　　　個別事例報告　１．「４つの安全で進める保安防災活動」

　　　　　　　　　　　　　　　　　旭電化工業（株）環境保安・品質保証部部長　東巻原　功

　　　　　　　　　　　　　　　２．「当社の保安防災活動」

　　　　　　　　　　　　　　　　　日本ペイント（株）安全環境部　課長　　　　　　　広瀬　正夫

　　　　　講演　　　　　　　上原　陽一 氏（横浜国立大学名誉教授）
本リリースに関する問い合わせ先：日本化学工業協会　広報部/青山　tel.03-3297-2555




日本レスポンシブル・ケア協議会
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